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パラメーターに関する文献調査 

小型海藻 炭素含有率 

現地調査で見られた小型褐藻類の知見は乏しく、コンブやモク類など大型褐藻の知見も使えな

いため、現地で見られたモロイトグサなどを想定して、小型紅藻類を中心に文献を収集した。た

だし、サンゴモ目など石灰質状の海藻は不適と考え、除外し平均化した値を採用した。 

 

表 1 小型海藻に関する文献調査 

種 炭素含有率 出典

マクサ 0.38 1.秋元ら2017

サンゴモ目ウスカワカニノテ 0.16 1.秋元ら2017

マクサ 4月0.361 2.吉田ら2001

7月0.401

1月0.369

カバノリ 0.31 2.吉田ら2001

オキツノリ 0.3 2.吉田ら2001

フダラク 0.3 2.吉田ら2001

フシツナギ 0.25 2.吉田ら2001

ベニスナゴ 0.31 2.吉田ら2001

サンゴモ目カニノテ 0.15 2.吉田ら2001

サンゴモ目ピリヒバ 0.15 2.吉田ら2001

マクサ 0.39 3.村岡2003

タンバノリ 0.33 3.村岡2003

平均（サンゴモ目除く） 0.34±0.04  
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